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- 

.

. 

/.. 

■'.

.
' 

■ 

■ 

.
■
- 

-

.

■

-

.
 

' 

'
 

.

-

: 

'
一'
.九r

六
年
に
.は
餘
り
_
立
た
ぬ

.一
層
簡
潔
.な
ほ
と
ん
ど
四
頁
に
滿
た
ぬ
，'

「

成
艰
貸
借
對
照
表
の
理
論」

^heorie'der Hrfoigsb

丨 

n
a
g
5
と
題
す
^
論
文
を
發
表
し
こ
の
、中
で
動
的
貸
借
對
照
表
^
指
導
原
理
.を
»
に
_
潔
な
‘る
形
式
で
_展
開
し
て
ゐ
名
°

併
し
乍
ら
そ

の
'■.論

が
科
學
的
叛
礎
付
を
與
へ
ら
れ
'て
現
呔
れ
：る
ま
で
..に
11
に
-
年
を
恶
し
._た
。
_し
.か
し
と
れ
す
.ら」

九
ニ
六
年
動
的
貸
借
對
照
表
の
：

■ 

. 

• 

. 

- 

, 

- 
- 

- 
• 

.

■

. 

1
.
;
-
...-
<;
. 

. . 

: 

•

-

:
.

第

.四
版
以
後
表
明
さ
れ
た
骨
子
に
比
較
し
て
見
る
と
、
■詳
し
く
記
載
さ
れ
た
ス
夫
ッ
；チ
程
'度
を
出
ヤ
.ぬ
様
.に
.思
呔
れ
.る
”

■:
■
 

敎
授
'
.の.功
繽
に
'歸
ぜ
ら
れ
る「

獬
放
行
爲」

は
貸
偕
對
照
表
を
優
.れ
た
簿
記
技
.
的
或
は
法
學
的
^
問
題
と
し
て
：看
做
す
と
と
を
斷
# 

し
、
と
の
I

對

照

唐

象

織

霞

1

び

經

濟

麓

及

び

機

關

の

諸

關

聯

.の

.中
®

す
f

の
と
し
、
：こ

s

f
通
し」

て
‘ 

t

研
究
さ
れ
意
べ

I

I

と

し

芝

と

I

今
敎
授
が
硏
究
.し
た
こ
と
篇

表
の
背
後
に
あ
つ
'
.て.遂
に
'は
：貨
借
對
照
表
の
形
態
を
採
吝
現
象
で
あ
る
4
敎
授
の
硏
究
の
■
象
4
し
た
も
の
は
原
慣
計
^
の
場
合
そ
同
#
 

全
體
と
し
て
：の
個
別
經
濟
セ
あ
る
が
組
織
の
1§
|
か
ら
で
..な
ぐ
金
融
商
が
ら
出
發
し
？
卽
ち
國
民
經
濟
的
貨
幣
|+
#
の
獨
立
的
部
門
.と
^
的

を
翁
す
る
單
位
：と
し
.
.て
：
の

そ

れ

で

，
あ

.る
0
.:
丫

-
:
;
,:
.
.
:
,
ン
 

，
_
. 

' 

敎
授
が
主
と
し
て
傅
愈
レ
て
ほ
る
點
は
或
期
間
に
經
濟
活
動
.の
'
結

果

也

ず

る

所

の

資

本

の

增

加
ひ
あ
る
ダ
其
成
艰
を
測
定
す
る
.問
題
沣

.

,

ス̂
マ
ー
レ
ン
パ
ソ
ス
の
終
&
經
济
W
研
究
方
';
;
;
'
に

つ

い

て

'.
七

ハ

八

；〕



シ
ユ
V
丨
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
鸫
待
經
浒
ゆ
硏
究
方
決
に
つ
い
て 

八

(
：>
ニ

〕
■'
|
.
:
企
業

^
:«
散

の

：
場

裔

寫

撒
_
行
は

^
る

祿

著

屬

の

：

«
潘
額

'

(

玄

/1
1
額)

_
 

石
*'
蛇
額

.

.

(

收
人)

、
:̂
:
.を
.對

ut
し
.、「

經

.濟

期

間
 

:
_の
精
極
的
若
く
は
溢
極

_
成
果
衣
る
貨
幣

.の
：增
妯
瓜
至
減
少
匕
な

^
て
，.算
矩

§
れ

得

：
る

と

：
す

：る

だ

ぢ

ば

‘
め
，て
か
軍
ゼ
あ

6

^

.
: 

.

.’
'
:
活

1/
:'
^
,̂
經

營

.0
_存
續
得

0|
の
ぅ
ち
で

._そ.の
':..
部
分
的
期
間

.：̂

が
'

.
.;
'^
.郎
.ち
許
德
.さ
：る
::
-期
間
::
^
收

：入

と

、
支

出

は

相

3:
對
1!
し
_
:
て
現
ば
.
^

.

'^

は
紫
該
湖
間
に
と
®

ふ
様
に
分
'-
it

さ
れ
ー
る
.
こ
4

で
.あ
.
'る
？
此
現
象
昧
貨
幣
の
支
出
な
る
：事
實
が
經
濟
的
生
鸾
ゼ
可
能
す
る
も
の
に
，非
ら 

ぐ
.

ホ
し
ズ
支
出
に
4

づ

：て

番

現

せ

ら

.る
ー̂

費
效
用
が
經
濟
的
效
果
を
裔
&:

す
か
ら
で
あ
_
る
0

經
營
と
經
濟
の
こ 

.

:
上

述

；
の

事

情

に

ょ

：つ

_そ
猶
ズ
：な
る
段
階
に
分
離
さ
.
れ
る
。'
此
等
の
段
階
は
相
2:
;
に
確
然
と
區
每
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
：ぬ
0

支

出

な

る

事

象

.
は 

.

.

.
支
出
f

顧
達
パ
購
賣)

.——

費
用
：(

經
麗
給
付
遂
行
の
爲
>

.

に
分
ち
-

同
樣
.に
收
入
な
.
_る
.
事
象
.は
.給

付

一
^

販
賣
^—

收
入
の
各
段
階
.

:

に
做
別
し
杈
：け
れ
ば
な
ら
ぬ
'
?計
箅
を
..
集

||
-
'す
る
場
合
ち
は
經
.濟
的
效
果
.を
明
瞭
な
ら
し
_む
.る
爲
に
は
此
.の
：茶
列
.
.

(

突
出—

調
達
：̂

.

. 

'
费

--
;

[パ
給
-.
.
^
.
.
1;
.
販
賣
收
人)

-の
'-
^
;初
；と
終
.米
郎
ち
支
出
々
收
入
と
を
相
互
に
此
較
せ
し
む
る〈

を
.以
て
.充
分
で
あ
ら
ぅ
_。
.此
場
合
費
用
.

.

. 

'
は
支
比
な
る
概
念
と
給
付
は
收
入
な
る
概
念
と
實
體
的
に
は
向
ニ
-合
體
せ
ら
る
く
が
ら
で
‘
る
。
併
し
乍
-̂
持
續
的
經
營
に
於
て
_は
支
=
:
: 

潜
用
め
間
並
び
に
給
付—

—

收
入
士
の

âを
合
體
す
る
と
と
'ば
時
間
.の
ず
れ
の
爲
不
可
能
で
あ
る
が
故
に
上
述
め
如
き
端
初
と
終
末
と
の 

:(

比
較
と
：S
4
が
如
き
こ
は
は
經
營
狀
態
並
：び
に
經
濟
に
於
け
る
經
營
i

:の
效
某
に
つ
；い
て
金
く
誤
つ
た
觀
念
i
坐
ぜ
.し
.め
る
の
で
あ 

.
る
Q
成
果
養
に
つ
い
て

f

和
ら
し
む
る
爲
：に
は
支
出
と
收
入.Q.

期
間
的(
時
間
的y

 .

分
離
を
行
ふ
等
段
を
£

不
可
缺
た
.ら
し
む
る 

に
茧
る
o

f
或
る
計
算
期
間
叱
於v

其
經
濟
的
成
报
を
窗
ら
す
原
因
で
あ
つ
.た
費
用
及
收
益
め
要
素
が
爾
後
の
期
間
に
至
？

始
め
て 

費
用
及
給
I

I
、
.造
く
は
爾
後
に
支
，出
と
給
付
の
性
格
を
帶
ぴ
る
に
至
.る
費
用
と
.收
人
か
ら
收
支
黏
上
に
於
て
判

f

區
分
す
る
‘

'方
法
カ
必
.吸
と
な
.る
'0

こ
の
手
段
こ
そ
敎
授
が
賢
惜
對
照
表
と
名
付
く
る
も
の
で
あ
る
0
-̂
は「

方
に
^
て
支
出
と
收
、
を
他
方
こ
>
、て

'

費
用
と
牧
入
と
を
期
間
的
區
分
計
箅
の
目
的
を
以
づ

.

.1 :

聯
結

.

し
て
ゐ
る
機
能
を
果
す

^

の
，で

.

ぁ
_

る
タ
貸
借
對
照
表
の

.

積
邏

.

な
る

.

_

に
は
經
：

ソ
營Q

■次
ぎ
一
の

.如
き
經
營
の
前
給
付
が
包
含
せ
ら
れ
ゐ

.る
。

へ

ン

.

.
'
';
.
.
.,'
.,-
-''
' 

'

.

.

.

. 

- 

. 

-
-
-

.
•

.

 

• 

• 

• 

• 

• 

'

-
'1 .
, '
®

用
又
は
再
收
入
と
し
て
も
實
親
し
て

.

ゐ
な
い
支
出

.

.

.：V
.

-
:

:

卜
：

.

'

.

,

V 

こ

.ご
：
'

:,
'

'

.へ
：
：

'

.
-
.
:
.

,.'
ム

幣

.
V.

-

ゾ

.

.

を
、.

沿
極
側
に
は
經
營
の
後
給
付
を
記
錄
し
次
ぎ
の
へ
：

.

.

.

，

'.
.
.
'
.
,
: 

_
'
“
 

:
 

.

'
1 .

支
/ |
1

或
ば
給
付
と
し
て
未
だ
實
規
し

.

て
ゐ
な
い
费
用

.

を
.

'

;.

.

.

.

.

.

.

 
'

 
.

 

h

.
2 .
; ,

未
だ
給
付
若
く
は
再
支
出
に
な

'

ら
ざ

.

.

石
收
入

.

.

.

.

.:'
-

:

 
:

.

'

;

 

:.

. 

.

•

'
:'
■

> 

-

.

.を
表

示

す

.
る
0
-.
.
.
-
:
: 

. 

.
 

.. 

:
'
■■
:•
-
. V

;..'.:

，
へ
'

 
.
: 

一
 
•

.,
''.<

'.
.

.

.

:

敎

授

が

利

'_

と

爲

さ

，、ん

と

す

：
る
.所
の
.
の
は
當
初
の
«
本
が
經
鄭
期
間
末
^
於
け
.る
資
，本
を
超
.過
す
る
貨
幣
增
加
.餘
剩
額
で
は
な 

:
.
-
い
0
敎
授
は
積
極
猶
極
の
雨
側
に
於
け
る
經
營
の. ：

諸
力
を
测
光
す
る
こ
_と
卽
ち
經
營
に
投
卞
：さ
れ
.た
資
本
を
實
質
的
に
1管
理
し
て
經
濟
的
. 

.
_用
し
得
る
企
業
の
能
ヵ
を
測
觉
す
_る
こ
-と
を
齋
か
^
重
要
で
ぁ
る
と
考
へ
た
.の
^
ぁ
る
0
'
.
そ
_れ
故
敎
授
は
或1

定
の
，i ;'

同
陳
り
の
狀
態 

を

箅

定

す

る

.
こ

七

を

11
:
視

，せ

ず

、

」

0
.の
成
弗
を
招
來
レ
た
動
的
諸
事
象
^
,库
の
.計
算

期

間

の

働

的

區

分

を

超

へ

て

単

に

^

^

の

成

果

の 

■:
.
■
成S

素

と
.し〕

て

見

ら

る

：
\
.
.
諸
_
象

を

そ

：
の

作

用

と

：
そ

の

可

能

性

に

於

弋

認

識

：せ

_ん
と
す
る
獨
猜
昏
的
に

'傾
注
し
灸
の
で
ぁ
る
。
か
く 

.
:
:
の
如
：き
目
的
_を
.提
唱
す
.る
と
：と
に
ょ
つ
.て
敎
授
は
贷
借
»
照
表
.を
單
岭
財
產
確
定
0
系

段

.̂
す
'る
諸
觉
解
士
更
.に
..貸
借

對

照

表

を

.
以 

論
並
び
に
成
竭
の
兩
者
を
：

I

度
に
算
定
せ
ん
兩
目
截
を
有
す
る
と
.爲
す
謝
見
懈
と
も
異
つ
'て
.ゐ
'

.̂敎
授
は
貸
借
對
照
表
を
以
て
財
鹿
確

.

.■■
■定
手
段
と

.

し
：ズ
は
沐
適
當

.

な

漆

が

：做

米

泚

靜

的

掘

解

：に

抆

對

げ

.

！

與

贮

貸

借

對

：照

泰

シ
ュ
マ
丨
丨
レ
ン
パ
ッ
ハ
の
れ
锊
鉍
浒
出
阢
究
方
法
に
つ
い
て 

_ 

-

、
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ン
バ
ソ
ハ
の
踩
俾
紹
的
取
硏
米
方
敗
に
.つ
い
て 

丨 

{
0 

(

八
P 4

ノ

b
之
に
ょ
：
.つ
.ャ
評
儕
腐
现
の

.

_

統

_

'

|

.

.

性
を
損
ふ
：が
敗

1
就

_
及
麻
來
の

»
贤
^
巧 

'

 

授
陀
ょ
れ
ば
貨
借
對
膽
表
の
可
能
ぼ
名
自
的
が
競
合
す
る
場
合
は
或
：

i
o©:
t
の
.が
唯
：I.

の
優

#,
さ
.を
主

張1し
得
る

I
Q 士
し
た

o
敎

授

;
■ 

. 

■ 

.

.

.

.

.

. 

• V 

. 

-
/
•
-

■
■ 

• 
'■■■
•. 

-

■

-

•
 

• 

.
 

.
 

... 

•

.は
規
準
貸
借
對
照

.表
'
.

(
N

o
™

巴

b
i

l
a

n
z

e
r

)
.

と
し
て

.は
他
目
的
に

.比
し

動

的

肖

的

を

推

與

す

.
る

を

以

て

無

條

件

^

^

^

-
 

--•
 
-
 
-
 

-
 

' 

-
 

»
 

.
ノ圓 

■»*
 
■

I*
、'
 

•
 

-

.敎
授
.に
ょ

れ
ば
貨
借
對
_
表
は
«'
ら
利
益
算
宠
め
€
段
：_で
^'
り
、」

成
果
計
箅
'に
役
立
て
'る
：爲
に
は
如
何
に
資
微
對
照
表
を
^
成

す

~
べ

き

か 

'敎
授
獨
特
の
拼
究
對
象
で
ぁ
0
'た
。
：
> 

.

.

.ノ
：
ッ
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：■■
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■.

し
何
を
利
潤
必
着
做
す

X

き
か
に
つ
い
て

.■

意
見
の

'■

1
:

致
を
見
な
い
ゎ
比
そ
の

__

經

營

の

經

濟

活

励

：が

則

續

.

き
行
は
れ
る
と

_

ふ
前
提

.

に
立
つ

.
 

'

な
ら
ば
連
續

i

遂
行

.

の
爲
め
坐
產
過
程
に

®

遛
さ
れ
で
ゐ
る
詉
財
が
絕

.

え
ず
：市
場
の
變
動
め
影
響
に

.

曝
さ

-

れ
T

ゐ
る
こ
と
に
起
因
し
て 

..

ゐ
る
ー
？
市
場
の
變

_

に
‘

ょ
0

で「

凌
せ
る
經
營
封
的
を
達
：成
ぜ
し
紅
必
諸
財

.

の
性
質
が
更
に
問
題
と
な
る

.
0

市
場
の
菸
響
を
受
け
て
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す
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營
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せ
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运
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す
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濟
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質
的
經
營
財
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む
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突
し
、
.
凝
：
し、多
場
合
は
平

.行
し
て

.坐
ず
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局
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大
き
さ
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佩
ら
か
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を
生
せ
し
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蒞
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減
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が
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走
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か
利
调
數
字
が
經
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に
於
け
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經
濟
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课
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可
能
性
を
共
に
.考
慮
し
な
げ
れ
ば
な
：ら
ぬ
か
等
に
つ
い
て
は
_理
論
上
並
び
に
、實
際
土
可
成
り
意
見
の
相
遨
が
有
す
る
の
，で
あ
る
。
敎
授
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I

I

の
見
解
意
見
、
蜃

を

統

一

せ
’ん
と
I

み
I

つ
I

利
潤
概
念
を
單
1
.な
馨
か
意
味
あ
|

式
に
取
纒
め
難
い
こ
と
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墨

し

て
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'怎
故
利
濶
概
念

I

I

ん

負
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Iが
可
能
性
の
中
よ
D
實
行
.せ
ん
と
す
る
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切
な
る
も
の
を
摘
叫
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
タ
敎
授
が
利
潤
な
必
表
現
に
.よ
つ
て
意
摊
'じ
た
る
名
.の
.は
.
_
|
定

00
前
提
か
1ら
箅

定

さ

れ

た
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.計
算
利
潤
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外
な
ら
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之
は
或
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敗
に
於
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實
上
求
め
.ん
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し
た
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も
の
と
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異
な
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も
の
で
あ
る
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經
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の
.連
續
に
於
け
る
金
く
非
難
，の
な
い
利
潤
箅
觉
は
頗
る
困
難
で
あ
つ
た
.の
で
敎
授
は
最
：初
か
ら
無
條
件
な
正
確
さ
を
斷
念
.し
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1確
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に
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け
る
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分
.な
る
.こ
と
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補
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の
可
能
^
る
範
圖
に
於
け
る
計
算
利
满
と
し
た
の
：で
：あ
る
。
'敎
授
は
利
微
の
絕
對
的
大
き
さ
よ
り
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般
的
經
營
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展
に
對
す
る
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對
的
關
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經
營
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.

、
 

■
 

-
 

• 

{ 
L

 

. -

 

iir
:
 

1■--「 

,.
 

句

低
下
す
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な
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す
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ぜ
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迪
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叉
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得
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し
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ず
る
：视
浪
き
る
.？
:^
れ
紙
^

て

の

經

詈

I

ベ
、パ
商
人
が
彼
の
嘥
事
ぼ
際
し
ヽ
;;
m
蚤

消

4

ぬ
舞
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經
濟
的
衍
爲
を
"取
運
ぶ
.と
；
い
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事
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つ
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經
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濟
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營
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論
的
目
的
は
私
經
濟
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洲
で
な
く
て
經
著
の
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國
家
經
濟
的
器
.管
と
し
.て
の

葬

要

性
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反

映
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羞
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同

團

體
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澗

；
で
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れ
试
な
な
ら
ぬ
。
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人
は
敎
授
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同
經
濟
的
厚
年
¥
卿
慮
也
言
>る
投
機
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利
潤
.追
求
を
否
.定
す
：る
經
營
觀
を
表
明
し
て
、ゐ
る
と
こ
ろ
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濟
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近
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原
因
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⑩

今
识
农
濟
矿
於
け
る
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化
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常
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；收
益
ヵ

.の
變
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を
构
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と
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ろ
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別
經
濟
單
位
の
評
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變

化

を
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す
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一
一

の
原
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行
に
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栽
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さ
れ
た
收
益
の
變
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で
ぁ
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此
等
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絕
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ず
經
濟
の
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變
化
狀
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す
る
こ
と
を
要 

求
し

V
Vゐ
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益
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薇
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益
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營
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。
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そ
の
組
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的
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懈
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の
重
架
問
題
に
對
す
る
銳
い
集
中
的
硏
究
.に
ょ
ら
て
經
營
經

逆
學
に
於

.

て
、
然
も
ニ
っ
の
方
向
に
' -

擧
派
を
創
始

V

た
0

'

敎
授
以
前
.に
何
人
；̂
豫

期
L

得
な
か
っ
た
程
の
卓
越
.せ
；る
方
法
と
熱
心
さ
を

被
滿
し
て

..
-
?
:
，
の
.靖EZ

利
學
的2

®

を
有
效
に
働
か
.せ
.たの
.で
あ
，る
，9
'而
し
：.
■
時
.
敎
授
の
S

の
ニ
大
目
德
た
る
科
管
實
際
と
結
び

,
っ

.

け

る

こ

：
と

：
を

完

遂

1 -

る
こ
と
：；に
減
功
し
た

.

の
で
.あ

る-.
0

グ
.

ル
ブ
敎
授
が

.

『

こ
の
事

1

1

——

こ
れ
を
人
が
何
と
命
名
し
や
ぅ

_

と
も

|

實
：

. 

.
 

-■ 

• 

• 

- 

■ 

. 

. 一
 

I
 

.
 

.

.

.

.

.

.際
翁
^
に
っ
い
て
k
.ィ
ン
：..フ.レ
：—

，
シ

パ

ン

'
.
の

頃

ま

で

'^
分
注
意
を
挪
は
'な
か
つ
た
こ
'.と.は
疑
ひ
の
..な
い
所
で
あ
る
、
.そ
の
^
⑵
に
注
意
，を 

'.

拙
は
し
め
た
の
は
恐
ら
く
务
ュ
ー
.■マ

1

ン
ゾ

\

ッ
仏
敎
授
.の
功
續
で
あ
ら
ぅ』

：
，
.

C
I
D

 

.と
語
っ
'.た
が
哿
人
の
.全
く
同
感
-と
す
る
所
で
あ 

，
る
。
.就
中
敎
授
め
#
色
あ
る
實
際
感
、愈
ち

.、
經
濟
の
要
求
に
對
す
る
絕
.ぇ
ざ
る
感
受
.性
^
に
.又
敎
授
：の
.傅
銃
ゝ
嫌
習
に
對
ず
る
_
密
な

.

. 

.. 

- 

々
.■!
.
.
. 

- 

. 

•

 

• 

. 

. 

\ 

• 

' 

■ 

• 

' 

. 

'

 

' 

- 

•
. 

.
'
 

.

-

:

る
汗
意
が
^

を
可
能
な
ち
し
め
た
の
で
‘あ

る
.0
^

^

は
實
に
實
際
界
を」

絕
が
ず
指
導
し
や
^

と
し
.
た
0

而
し
又
敎
授
の
，問
題
と
し
.'た
の
は 

' 

:

そ
の
徹
鹿
レ
た
.
现

：論

を

以

づ

て

偶

然

鍵

坐

现

象

：
や

|

^

揪

の

；
行_

^

内
相
す
％
所
の
避
贤
的
誤
|1

を
赀
茈
ザ
る
た
め
め
^

と
し
_
て
.思

一

惟
；

ぅ̂

考
'

.

へ‘

.

.

.

.

.

.

.

.

.
/

.

.

 

,

 

.

 

-

 

.

 

.-

•

.
.
.
.
.
.
.
.

,

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
，
ソ
ハ
の，1

得
鸫
济
が
研
究
方
法
に
っ
い
て 

」
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:

r
r

>
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•

シ
.

ユ
マ
ー
レ
ン
バ
ソ
ハ
の
！̂
:
綷
济
哄
研
究
方
決
に
っ
い
て 

■ 

*

叫

.

、
H

〕

.
、

授

- I

铐
動
的
貨
借
對
照
表
論
に
、
傅

德

習
.

の
重
要
の
た
め
獨
特
の
章
を
割
，愛
し
て
安
易
に
改
忠
：熱

望

論

擎

る

の

危

險

を

警

告 

し
、
到
る
所
で
傅
銃
に
結
ぴ
时
け
る
様
注

#

を
與
へ
て
居
る
。
敎
授
は
絕
ぇ
ず
敎
授
の
主
張
せ
る
科
學
の
瓮
際
商
：を
.
强
調
す
_る
こ
と
に
努
カ 

,

し
、
、
，、
科

學

が

そ

の

硏

究

と

成

姐

を

以

て

寳

用

に

供

せ

ら

る

\

限
b

科
學
の
存
在
權
を
認
め
•る
様
努
め
た

.

の
.

で
あ
る
：

a

敎
授
は
.又
學
lr
]

上

の. 

扑
德

^

‘

と
し
て
‘其
艰
究
の
成
來
に
.
忠
實
で
あ
つ
た
。
敎
授
は
經
濟
の
種
タ
な
る
要
路
に
於
て

'

m
l i

且
ー
風
棍
强
く
敎
授
の
思
想
を
普
及
さ
. 

せ
て
居
る
卵
常
に
多
數
の
弟
子
達
に
と
っ
て
無
比
の
布
力
な
る
指
導

#

と
し
て
看
做
れ
た
ば
か
り
で
な
犬

%

上
.

蔽
の

# :

學
.一
般
に
對
す
る 

全

く

稀

に

見

る

敎

赛

の

一
人
で
あ
っ
た
の
で
奪
。
敎
授
は
そ
の
雜
誌
に
於
て
指
導

f

し

r
-靈

な

：る
.働
含

I

し
：た
と
と
は
更
に 

j
.

脐
詳
し
.
く
秸
記
に
値
す
：る
所
で
あ
る
。
敎
授
ガ
經
營
經
濟
學
上
.
に
非
常
に
盡
粹
し
た
..と
と
は
.經
營
經
濟
學
に
特
殊
の
型
を
生
む
機

緣

と
.- 

な
っ
た
。
敎
授
の
學
說
に
立
脚
し
て
敎
授
を
巡
る
人
逹
に
既
に
蒂
名
な
る
學
派
を
兑
る
に
至
っ
た
就
屮
ケ
ル
レ
.
の
ヮ
ル
プ
敎
授
フ
ラ
ィ
ブ
. 

ル
ダ
の

.

.マ
'1(

ル
グ
敎
投
は
そ
れ
^

の
タ
ら
'
れ
た
る
^

導
^

で
あ
る
;0

兩
者
.
と
も
師
シ
ュ
マ

1

レ
ン
バ

ッ

ハ
の
學
說
を
槌
.々
な
る
方
向
に 

彼
充
發
展
し
て
組
減
せ
ん
と
し
て
興
味
あ
る
硏
究
を
試
み
て
房
る0

ヮ
ル
ブ
は
旣
に
史
上
に
於
て
ヵ
メ
ラ

.
リ

ズ

_
み

時

弋

に

國

家

に

ょ

っ

て
 

.化
卷
さ
れ

た

'
紅

^

政

來

に^

在
せ
る
そ
の
意
義
を
經
營
經
濟
學
に
再
現
せ

ん
と
試
み
、

マ

ル
ベ
，ル
' 

ク
.
株
.拘
艰
經
濟

Q

到
來
を
正
當
に

H

 

ゼ
ず
熬
說
經
妒

.學
に
任
4

を
課
し
各
南
門
敢
灯
に
營
業
部
門
の
內
部
逝
に
相
互
間
に
.
經
濟
的
調
和
を
現
出
せ
.
し
.め
ん
と
し
一
力
固
定
费
の 

?r
s
l
.を
受
く
る
良

^

を
勿
何
に」

.a

し
.
く
運
.

^

す
ベ
.
き
か
そ
の
方
途
を
梢
示
し
.
'て
、
：直
接
自
曲
經
濟
の
規
疋
と
再
建
に
蒂
與
し
、
拘
束
^

_
 

'
.木
^

:

の
牙
あ
を
壊
娀
せ
L

め
ん
と
試
み
た
の
.

で
あ
っ
た
。

(

烈
六)

其
他
の
有
名
な
る
硏
究
者
も
シ
ュ

]

マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ

_
.敎
授
を
驻
遨

' 

と
し
讲
题
の
提
起
並
び
に
方
法
論
上
忙
於
て
敎
授
に
負
ぷ
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

.
そ
の
，若
干
を
擧
げ
れ
ば
ド
レ
ス
'
.デ
ン
の
べ
ス
テ

• 

ケ
ル
ン
の
ゲ
ル
ド
マ
ッ
ヒ
ヤ
！

 

； 
一
 

"

i

ル
ン
べ
ル
グ

Q

レ
1

マ
ン
•

ベ
ル
リ
ン

g

 

メ 

M

レ
ロ
ヴ
斗
ツ

‘ 

二
ュ
.—

ル
，ベ
ル
ダ

.

の
ィ
T

ク

络
で
あ
る
,0
• 

:

.

•
 

<
 

' 

. 

'
 

^
 

,

,
 

.

— 

.
 

,

'
 

'
 

:

'
 

,

V 、

 

〜 

,
 

.

j---
.

.

.

.

.

.

.
ニニ
i
■
一._
 

-
-

-
-
-
-
-
-

n
—

■■■
■■

.

..

-
 
■
 

•

■

!

-

鄭
⑵
科
舉
發
展
に

^

す
る
敎
授
の
偉
大
な
る
功
結
を
認
め
る
に
咨
か
で
は
な
い
が
特
に
經
營
經
濟
學
が
シ
ュ

.

マ
ー
レ
：ン
バ
ッ
ハ
敎
授
に 

、
よ
っ
て
完
全
な
る
成
立
を
遂
げ
得
た
り
と
す
る
見
解
に
は
，反
對
：せ
ね
ば

.

な
&>
;

ぬ
0

'

.郎
ち
經
營
經
濟
學
が
敎
授
の
働
き
に
よ
っ
て
或
..一
定
の 

..結

論

に

達

し

か

 

て
最

.

！

E

十
や
深
さ
で
：は
な
く

.

單
.

に
廣
せ
に
於
て
の

•
'み
.

發
展
す
る
可
能
性
あ
り
と
爲
す
兄
解
が
あ
る
。
，ヒ
ー
れ.

は
敎
揆
の
S 1
1

流

..
 

•
 

.

 

,
 
.

 

'
 

-
 

V.. 

... 

-

 

-

 

•
 

'、 

. 

•

を
汲
む
範
圍
に
於
で

>

づ

の

信

倐

と

な

り

っ

，
、

あ

'

る
览
解
の

.

よ
ぅ

.

で
あ
る
が
、
..叉
吾
人
の
眼
前
に
横
味
る
敎
授
の
稀
に
見
る
業
績
ば
尙
多

.
 

.
 

•

 

'
 
■

 

•
 

-

 

_

 

，
■

/
 

圓
 
'

 

•

 ̂
 
-

 

.

.

方
面
に
於
て

|

»

の
党
減
あ
极
本
問
題

'

の̂

明
そ
必

.

要
と
.す
る
も
の
で
あ
る

o
.
.
_
:

此
點
は
後
代

.

の.

も
の
が
敎
授

.

の
_

學
恩
に
負
，ふ
所
大
な
る
も. 

の
が
あ
る
に
不
拘
明：

ら
か
め
述
べ
ね
ば
な
：ら
ぬ
。
敎
授
：の
學
說

.

が

決

し

：
て

其

自

體

.

士
.

し
て
完
成
せ
る
、：
關
聯
せ
る
全
體
に
銃
一
さ
.
^
て
は

..
 

.-.f

. 

.

 

.

.

.

. 

' 

/
 

r
 
'

 

. 

•

 

.
 

.

 

.

 

.

•

ぃ

:■«ら
ぬ
と
と
は

.

多
吩
敎
授
商
身
誰
よ
り

.

も
よ
公
認
識
せ
る
所
で
あ

_
.ら
ー
ぅ0

 :

敎
授
は
旣
に
自
身
經
營
經
濟
學
.の
.體
系
が
成
立
し
て
屈
る
と
沄

.ぃ
ふ

確

信

を

持

，
？

居

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

り

、

た

ぐ
そ
れ
に
..は未
だ
.時
期
尙
早
で
あ
る
と
'の
考
へ
が
あ
づ
た
に
過
ぎ
ぬ
o

勿
論
研
究
の
進

.

_

• 

.

.

.

.

.

•

_

:
 

.. 

. 
„

步Q

た
め
に
は
詳
細
な
る
赉
料
を
蒐
集
す
る
.こ
と
ば
.極
め
.て
必g

*

あ
る
が
又
個
々
*
料
办
集
積
味
沄
は》

そ
の
ル
部
的
助
力
な
し
に
其

自

裳

しV'

統.1

腫

的

全

體

へ

'§.集
成
裏
ら
げ
も
の
：.で
|

^

.

は
.

自
然

'

の
結
晶
體

.

の
：如

ぐ

經

驗

的

讓

象

 

'

(

所
與)

を
統
合
す

.

る
が
爲
に

.

は
_

ア
，プ
リ
オ
に
必
ず
积
本
觀
念
が
存
在
す
る
を
要
す

'

る
。
.
敎
授
の 

全
業
續
に
於
て
瘀
も
多
く
眼
に
っ
く
事
味
經
篇
造
の
組
成
に

1

て
繊
細
な
る
部
分
並

r

金
體
ベ
の
銃
命
の
缺
除
せ
る
點
で
あ
ぢ

o

.
敎
授 

ー
，は

此

科

學

め

全

趼

究

の

ぅ

ち

で

.

.

確
か

.

に
啡
組
織
的
の
人

.

で
あ
っ
た

.

。
個
々
の
，點
に
於
，て

.

は
よ
り
多
趼
的
で
あ
り
、
實
際
に
は
よ
り

.

詳
密
を 

:

_

^ >
'

て
居

K

、，
結
來
の
よ
り
困
雛
な
名
點
も
あ

.

っ
た
亦
全
體
の
統
合
觀
察
に
於

<

は
敎
授

.

の
陣
營
に

.

屬
す
る
，多
く

.

の
人
達
よ
り
觅
に
不

_

.

 

»

貧
弱
な
も
：

Q.

が
あ
っ
た
o
:此
科
學
の
今
日
の
高
き
水
準
は
第「

に
此
等
人
達
の

«

カ
に
負
ふ
所
の
も
の
で
あ
る
。

'
'-
:'
; 

'

.
根
本
的
筮
嬰
な
る
；1
1點
：贮
於
ャ
.ヽ
：敎
授
め
主
張
す
る
：經
營
經
_
學
は
11
耍
且
？
缺
.乂
べ
か
ら
_.ざ；る

寒

羅

.9
2.
1
1>

|
5'
で
あ
る
と
同
：
 

時
に
、
'{g

結
せ
クr

;

の
.：，

aj

ば
看
做
し
得
な
.：い
.
.こ：と
を
承
す
と
と
'が
出
來
る
0
.被
授
ば

.多
く
の
.場
合
經
營
經
濟
學
：の
認
識
目
的
は
單
に
炎
業
ぐ

シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ソ
ハ

9

叙
龄
細
抓
取

&

1

九
7/
法
に
つ
い
て 

、
 

一

五

(

八
九〕



,

シ
4
ニ
、
丨
レ
ン
バ
ッ
ハ
.の
！ICs

昶
济
が
研
究
方
法
に
つ
い
て 

' 

一

六

、〕

〇〕
に
限
ら
3

1

の
で
は
な
い
こ
と
を
識
し

.湯
る

.へ；

「

1

濟

1

家
經
8

1
國
營
鐵
道
I

爵

營

？

は

ほ

ぶ

式

俞

社

の

雪

同

様

艾

に

興

味

ぁ
る
h

l

f
十

爾

ご

^

极
木H

於

て

は

単

に

商

謹

篇

S

に

限
ら

れ

幾

.こ
れ
す
I

全

绽

究

k

:な

衰

^
^
^

ぐ
為
ぁ
る
。
敎
授
は
商
業
、銀
行
、交
通p

營

 ̂

^
.
^
° 

- 

了

レ

；v

バ
ッ < 
敎

授

の

經

營

經

篇

に

關

聯

し

て

.敎
授o

ダ

ル
丨
プ
唞
に
於 

;
.
'
て
言
頭
猶
明
晰
で

.ぁ
名.r

人
た

.る
々

,
ブ̂
が
明

■

或
修

f

附

美

.へ
及
の
で
ぁ
る
。

.ず

.ル.K

は
今m

經
營
經
濟
敬
な

る

名
稱
で
敎 

..叛さ
ォ
て

;:
^
.名
.も
タ
は
商

:|
齡
營
に

^
篇
し
此
胡
究
か

^
.の
成
课
で
ぁ
つ
て

.羊
頭
を
揭

.げ
■て
_
狗
肉
を
賣
る
類
で

‘ぁ
^
と
茨
ふ

o
.
.
.

(

說
\
ノ 

と
.の
點

S

-V
V.
て
’
.は又
二

5

ク
リ》

ヒ
の
觀
念

^

名

'0
鑫

的

各

f

濟
ま
で
經
營
概
念
を

'擴
張
せ
ん

.と
す
る
努
力
を
シ
i t

—

.レ
シ
‘.x

>ハ
敎
授
の：：一

派
が
特
別

.に
と

I

げ
て
居
る
硏 

究
舰
■
と
比

4
す
る
時
は
こ
.の
.努
力
.が
か

:^
ぅ
；友
概
念
の

二
：、
般

.的

澥

釋
>
洳
何
.に
對
立
し
異
.つ
て
居
る
.如
を
知
り
得
ざ

'で
ぁ
ら
ぅ
。
上
述

.ノ
の
：
鑑

に

於

い

て

：
マ

.
mル
べ
.タ

.

5

^

5る
と

含

X

型

：
的

一

碧̂
^
^

;:'
|

狀
へ
た
後
彼
は
再
ひ
其
研
究
を
赛
ら
商
事
經
營
學
に
限
定
P
た
.そ
れ
は
：第
一
に
.は
.彼
の

個

人

时

資

格

に

；ょ

っ

て

'
で

ぁ
り
、
第
二
は
商

.斯
馨

學

が

德

論

.を
,

廣

s

i

t念
様

簾

さ

れV

臂

'
f

ら

C

つ
.た
"
篇

Q.

馨

概

I

究
極
に
_

Q
馨

に

外

な

5'
ぬ
の
であ

..

る 

Q 

-九)

ゾ

.

.

.

へ

.

:■
-

:
•

-.
.、
 

一

''
'

:

'

'

- 

:
,
■:

■
,

'■

:

敎
授
の
學
說
に
'»
尤
葉
も
廒
レ
い
非
雛
終
授

.麗
濟

性

な

螽

念

に

_
.
.襄
同

經

；濟
的
1
請
を
導
入
す
.る
.こ
と
に
ょ
ネ
て
生
じ 

た
混
亂
.に
向
.竹
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。：
敎
授
は
新
"
い
觀
察
决
の
臭
地
允
戈
つ
た
結
果
と
し
：て
.私
經
濟
的
行
爲
が
共
同
經
濟
的
に
#
用
す
る
" 

队
り
こ
れ
に
注
意
を
妯
は
/L
/と
し
た
の
で
あ
るo

敎
授
は
經
營
を
以
て
私
的
營
利
亂
織
と
看
做
さ
ず
、
典
同
經
的
濟
生
產
生
に
寄
與
す
る

:
.
_家
'經
濟
的
器
僚
な
'̂
と
し
た
？
.此
，經

營

觀

は

：規

範

學

派

：

ICNOWmativistero,

の
見
解
..に極
め
て
猿
近
し
：.て
ゐ
る
o
.
:
'
泰
つ
て
敎
沒
を
.牝 

1
:#
ぎ
の
思
淑
ヵ
.ら
^
外
し
て
分
数
し
^
こ
.-と
に
全
く
驚
か
れ
る
'に
^
い
な
'い
0
.
;
_
'
.
:
:
_
;
'
.
、
. 

• 

•

-.
敎
授
が
經
釋Q

共
词
經
濟
的
機
能
に
關
す
る
槻
本
命
題
を
：提
出
し
.て
輿
同
經
.濟
の
必
滋
性
を
主
張
じ
た
が
寅
.に
進
ん
'で
之
：に
£
つ
い
て 

:關
係
1

馨

の

實

際

忐

形

成

I

s
 

I
影
響
を
.
I

ぺ
と
な
れ
ば
：敎
授
が
_
へ
ば
.奸
商
的
投
機
利
潤
を
經
營
運
行
め
：經
濟
性
に
對
す
を
證
明
と
し
て
#
做
す
と
と

.

_

_

け
る
共
同
經
篇
竑
場
を
1

^

す
る
こ
"
と
茫
好
ん
'セ
ゐ
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